
カネミ油症 (1968年)

Mitoma C, et al. Yusho and its latest findings-A review in studies 
conducted by the Yusho Group. Environ Int. 2015;82:41-8. 

・食用米ぬか油を加熱して脱臭する。

・脱臭タンクにPCBが使用されていた。

・加熱されたPCBが米ぬか油に混入
した。
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カネミ油症（油症）の症状

クロロアクネ（塩素ざ瘡）

皮膚・爪の色素沈着 歯肉の色素沈着

油症の症状
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油症：ダイオキシン類による健康被害

油症は、食用油にPCBs・PCDF（ダイオキシン類）が
製造過程で混入して生じた健康被害事件 。

ダイオキシン類の人体への慢性的な影響を研究す
ることは、世界的に非常に注目されている。

ダイオキシン類の働きを決める
Aryl Hydrocarbon Receptor (AHR)が治療標的になる

油症治療研究班はAHR研究を進めています。

AHR
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研究成果は論文公開されています。

Expertscape 2023

油症の研究、AHR研究の重要性

ダイオキシン類がAHRに働きかける

活性化したAHRが活性酸素を産生する

AHRを標的にした油症の治療法
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ダイオキシン類と同じ働きをする化合物：ベンゾピレン

環境汚染物質

タバコ ディーゼルガス 大気汚染 (PM 2.5)

https://en.wikipedia.org/wiki/Benzopyrene
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AHR活性化物質：ベンゾピレン

AHR ARNT: 
AHR nuclear translocator

CYP1A1

ｍRNACYP1A1

Aryl Hydrocarbon Receptor (AHR) 
signaling 

ベンゾピレンは、AHRの細胞質から核内へ
の移行を誘導した。

刺激前 刺激後 3時間

刺激後 6時間 Isotype control

細胞質 核

核
An environmental contaminant, benzo(a)pyrene, induces oxidative stress-mediated interleukin-8 production in human 
keratinocytes via the aryl hydrocarbon receptor signaling pathway. Tsuji G et al., J Dermatol Sci. 2011 
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ベンゾピレンは、活性酸素を用量依存性に
産生した。

刺激前
ベンゾピレン

100 nM
ベンゾピレン

1μM

緑色：活性酸素
An environmental contaminant, benzo(a)pyrene, induces oxidative stress-mediated interleukin-8 production in human 
keratinocytes via the aryl hydrocarbon receptor signaling pathway. Tsuji G et al., J Dermatol Sci. 2011 
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皮膚炎に対するAHRリガンドの影響

TCDD （ダイオキシン）

多環芳香族炭化水素

FICZ

皮膚炎を増悪させる
AHRリガンド

タピナロフ

皮膚炎を抑制する
AHRリガンド

Therapeutic AHR Modulating Agent (TAMA)

タール類

コールタール

大豆由来タール
（グリテール）

大気汚染物質

増悪 抑制

辻学 日本皮膚科学会雑誌, 2021
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タピナロフの治療効果（アトピー性皮膚炎）

1日1回外用

-9-



タピナロフの治療効果（乾癬）

1日1回外用

八谷 顕子 氏竹村 正規 氏

どうも有難うございました。
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